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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ワンコインコンサートシリーズvol.6
中鉢　聡［テノール］　～テノール、優雅にドラマティックに～
プッチーニ ：「誰も寝てはならぬ」（歌劇「トゥーランドット」より）　ほか

2㈮ 11:45 一般 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

CONCERT 響 2016 vol.27　「あなたにとっての愛」
ビゼー：カルメンファンタジー（2台ピアノ）、小林秀雄：落葉松　ほか 3㈯ 15:30

一般 ￥2000
学生（小～大学生） ￥1000 北九州音楽協会

080（5286）0512【中】
※当日各￥500　※全席自由

田中彩子 ソプラノ・リサイタル
華麗なるコロラトゥーラとウィーンの調べ
ヨハン・シュトラウスⅡ：春の声/ウィーンの森の物語　ほか

4㈰ 14:00
Ｓ席 ￥5000
Ａ席 ￥4000 KBCチケットセンター

092（720）8717
※対象：小学生以上　※全席指定

第2回 ヤマハジュニアピアノコンクール 小倉店大会 10㈯ お問合せ
ください

無　料

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【甲斐】

※全席自由

ヤマハミュージック 小倉店 ピアノ・エレクトーン発表会 11㈰
10:00

無　料13:00
15:30 ※全席自由

第70回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選
17㈯～

お問合せ
ください

一般 ￥1500 毎日新聞社西部本社事業部
093（511）1119【福田】

2016響シリーズ第3弾
石坂団十郎 チェロ・リサイタル　～絶えることのない音楽の感情～
ブラームス：チェロ・ソナタ第1番ホ短調 op.38 ほか

24㈯～
※対象：小学生以上　※全席自由

22㈭㈷ 15:00
一般 ￥3500

U-25 ￥2000
（学生問わず25歳以下、要証明） （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

※対象：小学生以上　※全席指定
ワンコインコンサートリーズvol.7
金子　三勇士［ピアノ］　～音の語感の心地よさ、2つの祖国を結ぶピアニスト～
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調 作品27-2「月光」　ほか

29㈭ 11:45 一般 ￥500
※対象：小学生以上　※全席指定

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 4㈰
13:00

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）415115:00

１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

熊本地震支援チャリティー特別企画『八代亜紀アートの世界展』 10㈯～25㈰ 大人 ￥500
小人 ￥200 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151『門司区文化祭書道展』 9/29㈭～10/3㈪ 無　料

※29㈭は13:00から、10/3㈪は16:00まで

１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 3㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151門司港レトロミュージックフェスティバル2016

出演：近藤タケユキバンド 17㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

19:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

畑中歌謡教室　発表会 4㈰ 9:30 無　料 畑中歌謡教室
090（1970）4659

直江歌謡教室　第2回　歌のつどい交流発表会 25㈰ 9:30 無　料 直江歌謡教室
093（341）3103

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

9/2㈮～10/30㈰ 無　料 松永文庫
093（331）8013

門司港レトロミュージックフェスティバル2016
出演：18㈰／トレジャーボックス、フリーバーズ　19㈪㈷／前田幸美ピアノトリオ

中村上コレクション映画資料展
約8000点の中から松永室長が選んだ約150点を展示。

18㈰

19㈪㈷ 14:00～
16:00

13:00～
16:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

１
階

19㈪㈷

25㈰

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

障

障

月

完 売

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第51回　年長者の祭典 2㈮ 13:00 無　料
※要事前申込（申込終了）

保健福祉局長寿社会対策課
093（582）2407

第61回　北九州定期演奏会 4㈰ 15:00
14:00開場

一般 ￥3700
学生（小～大学生） ￥1100 公益財団法人 九州交響楽団

092（822）8855
※対象：小学生以上

小林幸子コンサート 8㈭
14:00 SS ￥8640

S ￥7560 ㈱夢グループ
0570（064）72417:30 ※対象：3歳以上

サンドウィッチマンライブツアー2016 11㈰ 15:00 一般 ￥5000 ピクニックチケットセンター
050（3539）8330※対象：6歳以上　※当日￥500増

「日伊国交150周年」記念　祝祭コンサート 17㈯ 15:00
一般 ￥5000

学生（小～大学生） ￥2000 NPO法人 北九州シティオペラ
080（1765）3478

※対象：小学生以上

霞の命　黒田呆子 mall　十六夜（いざよい）公演　小倉北区民文化祭参加 19㈪㈷ 14:00
大人 ￥3000

子ども（3歳～小学生） ￥1000 黒田ダンスカンパニー/黒田バレエスクール
093（571）6718

※3歳未満でも席を取る場合は入場券必要 
※当日各￥500増

もののふシリーズ　「瞑（つむ）るおおかみ黒き鴨」 22㈭㈷ 12:30 一般 ￥8900 キョードー西日本
092（714）015917:30 ※対象：3歳以上

北九州歌謡フェスタ 25㈰ 10:15 無　料 為末歌謡教室
093（583）1991

北九州ミュージックプロムナード2016
スペシャルライブ　小松亮太バンドネオンコンサート 10㈯ 18:30 一般 ￥4000

※当日￥500増

北九州ミュージックプロムナード2016実行委員会
093（871）8882

田村勝哉　傘寿記念コンサート 11㈰ 18:30 一般 ￥3500
※当日￥500増

田村勝哉
093（651）5989

北九州市民劇場9月例会　劇団民藝「バウンティフルへの旅」

25㈰ 14:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

26㈪ 13:30
27㈫ 18:30
28㈬ 13:30
29㈭ 12:00
30㈮ 18:30 ※対象：小学生以上

※市民劇場会員でない方はお問合せください10/1㈯～2㈰ 13:30

Musical　商店街へ行こう！！
2㈮ 19:00

一般 ￥3000 九州アクターズクラブ
090（1873）6808【石丸】3㈯ 13:00

17:00 ※対象：小学生以上

ゆめの音　ピアノ発表会 4㈰ 13:00 無　料 ゆめの音
093（952）5400

親子で笑おう！　劇団さんぽ北九州公演　「かあちゃん取扱説明書」 11㈰ 14:00
13:40開場

親子（大人1枚+子ども1枚） ￥3000
大人（高校生以上） ￥2500
子ども（4歳以上） ￥1000

劇団さんぽ
092（692）1123

※3歳以下無料

ダンスダイブウィーク
レインボードロップス「探せ宝を、虹のふもとに！」
障害のある人も無い人も一緒にダンスを！自由で個性豊かなダンスをおとどけ

18㈰ 15:00

一般 ￥1000
割引 ￥ 700

北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：3歳以上
※割引は障害のある方、同伴される介護
　者1名まで、高校生以下、要証明書提示

ダンスダイブウィーク「ショーケース」
出演：中村蓉、鈴木ユキオ・安次嶺菜緒、近藤良平（コンドルズ）・清水ゆり

21㈬ 19:00 一般 ￥3500
ユース（24歳以下） ￥2000

高校生〔的〕チケット ￥100022㈭㈷ 14:00
※対象：小学生以上

第112回　音楽の広場PAMコンサート 24㈯ 14:00 一般 ￥1000 音楽の広場PAM
090（9605）3881【岩崎】

杉岡寿子ピアノ教室　発表会 25㈰ 14:00 無　料 杉岡寿子
090（7236）1922

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第5回 日韓交流展（玄海の窓）　絵画 7㈬～13㈫ 無　料 玄海の窓
090（3985）1471

挑戦～殻を破れ　5人のクリエイター～ 書道・工芸品・手芸 14㈬～20㈫ 無　料 FIVE CREATERS
070（5277）1738

第67回（平成28年度）小倉北区民美術展会員・会友展
絵画・書道・写真・彫刻・その他 22㈭㈷～27㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

シャドーボックス作品展　その他 9/28㈬～10/4㈫ 無　料 3DアートシャドーボックスFukuoka
090（7296）0637

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.September

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 
■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

障

月



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ワンコインコンサートシリーズvol.6
中鉢　聡［テノール］　～テノール、優雅にドラマティックに～
プッチーニ ：「誰も寝てはならぬ」（歌劇「トゥーランドット」より）　ほか

2㈮ 11:45 一般 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

CONCERT 響 2016 vol.27　「あなたにとっての愛」
ビゼー：カルメンファンタジー（2台ピアノ）、小林秀雄：落葉松　ほか 3㈯ 15:30

一般 ￥2000
学生（小～大学生） ￥1000 北九州音楽協会

080（5286）0512【中】
※当日各￥500増　※全席自由

田中彩子 ソプラノ・リサイタル
華麗なるコロラトゥーラとウィーンの調べ
ヨハン・シュトラウスⅡ：春の声/ウィーンの森の物語　ほか

4㈰ 14:00
Ｓ席 ￥5000
Ａ席 ￥4000 KBCチケットセンター

092（720）8717
※対象：小学生以上　※全席指定

第2回 ヤマハジュニアピアノコンクール 小倉店大会 10㈯ お問合せ
ください

無　料

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【甲斐】

※全席自由

ヤマハミュージック 小倉店 ピアノ・エレクトーン発表会 11㈰
10:00

無　料13:00
15:30 ※全席自由

第70回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選
17㈯～

お問合せ
ください

一般 ￥1500 毎日新聞社西部本社事業部
093（511）1119【福田】

2016響シリーズ第3弾
石坂団十郎 チェロ・リサイタル　～絶えることのない音楽の感情～
ブラームス：チェロ・ソナタ第1番ホ短調 op.38 ほか

24㈯～
※対象：小学生以上　※全席自由

22㈭㈷ 15:00
一般 ￥3500
U-25 ￥2000

（学生問わず25歳以下、要証明） （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661
※対象：小学生以上　※全席指定

ワンコインコンサートリーズvol.7
金子　三勇士［ピアノ］　～音の語感の心地よさ、2つの祖国を結ぶピアニスト～
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調 作品27-2「月光」　ほか

29㈭ 11:45 一般 ￥500
※対象：小学生以上　※全席指定

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 4㈰
13:00

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）415115:00

１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

熊本地震支援チャリティー特別企画『八代亜紀アートの世界展』 10㈯～25㈰ 大人 ￥500
小人 ￥200 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151『門司区文化祭書道展』 9/29㈭～10/3㈪ 無　料

※29㈭は13:00から、10/3㈪は16:00まで

１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 3㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151門司港レトロミュージックフェスティバル2016

出演：近藤タケユキバンド 17㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

19:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

畑中歌謡教室　発表会 4㈰ 9:30 無　料 畑中歌謡教室
090（1970）4659

直江歌謡教室　第2回　歌のつどい交流発表会 25㈰ 9:30 無　料 直江歌謡教室
093（341）3103

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

9/2㈮～10/30㈰ 無　料 松永文庫
093（331）8013

門司港レトロミュージックフェスティバル2016
出演：18㈰／トレジャーボックス、フリーバーズ　19㈪㈷／前田幸美ピアノトリオ

中村上コレクション映画資料展
約8000点の中から松永室長が選んだ約150点を展示。

18㈰

19㈪㈷ 14:00～16:00

13:00～
16:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093（321）4151

１
階

19㈪㈷

25㈰

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

障

障

月

完 売



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本語版刊行 15周年記念　リサとガスパール展
世界中から愛される絵本「リサとガスパール」シリーズ。絵本世界の魅力にせまる。 8/6㈯～9/25㈰

一般 ￥1000
高大生 ￥0700
小中生 ￥0500

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

「宮西達也ワンダーランド展　ヘンテコリンな絵本の仲間たち」
絵本作家宮西達也さんの作品世界を、原画やラフスケッチなどで紹介。 開催中～9/19㈪㈷

一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505「宮西達也ワンダーランド展」ギャラリートーク＆ライブペインティング

宮西達也さんが、展示作品紹介とライブペイントを行う。 18㈰ 10:30～
11:15 企画展入場料が必要

「宮西達也ワンダーランド展」　親子で楽しむ 読み聞かせ＆ライブペインティング
宮西達也さんが、スクリーンを使った読み聞かせとライブペイントを行う。 19㈪㈷ 10:30～

11:15 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

黄金逸品展
仏具・工芸品を中心とした、金製品を紹介する。 2㈮～5㈪ 無　料 小倉井筒屋  大画廊

093（522）2521
新
館
７
階

大
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

幕末・小倉藩　～最後の藩主・忠忱と家老・島村志津摩～
最後の藩主・小笠原忠忱と家老・島村志津摩（書・絵・銃等）を紹介 開催中～10/16㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210江戸型彫・書～美の舞～
和紙3枚を柿渋で張り合わせ、型を彫る伝統工芸と書道作品も展示 4㈰～25㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 7㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 21㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケ発表会 4㈰ 9:20 無　料 カラオケのぞみ
090（1367）5702

北九州高専吹奏楽部 定期演奏会 10㈯ 18:00 無　料 北九州工業高等専門学校吹奏楽部
093（964）7333

ピアノ・音楽発表会 22㈭㈷ 14:00 無　料 093（383）8102【今橋】

第42回 小倉南文化祭吟詠剣詩舞大会 25㈰ 10:00 無　料 小倉吟詠剣舞連盟事務局
090（3463）0808【冨永】

第43回 小倉南区年長者・障害（児）者作品展 6㈫～
10㈯

9:00～
17:00

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093（951）5388※6㈫は13:00から、10㈯は12:00まで

第13回 小品公募 秋の北九州水彩展 14㈬～
19㈪㈷

9:00～
17:00

無　料 北九州水彩画会
093（551）6351※14㈬は10:00から、19㈪㈷は16:00まで

第42回 （平成28年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）・洋画・書・写真・工芸

9/25㈰～
10/2㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会事務局
093（452）3082※10/2㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
ラフマニノフ作曲　ピアノ協奏曲　第２番　他 18㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画　「父と暮せば」　（2004年）

出演：宮沢りえ　他 24㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：脳科学者　茂木 健一郎氏 10㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

日伊国交150周年　祝祭記念オペラ公演
喜劇と悲劇を一夜で堪能できる至福のひととき 22㈭㈷ 15:00

プレミアム指定席 ￥15000
Ｓ席 ￥12000
Ａ席 ￥10000
Ｂ席 ￥08000
学生 ￥03000

北九州ソレイユホール
093（592）5405

※対象：小学生以上

爆笑夢の落語会
桂文珍・林家木久扇・林家三平 30㈮ 13:00 Ｓ席 ￥6000 ソワード㈱

0956（22）2036

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第24回北九州将棋フェスティバル 18㈰ 9:30 無　料 北九州将棋フェスティバル実行委員会
093（511）6800

メ
イ
ン
ホ
ー
ル・

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

※小学生以下無料
一般￥1000　中高生￥500

［常設展セット券］
一般 ￥800　中高生 ￥400

7/16㈯～9/4㈰「ちびまる子ちゃん」の作者「さくらももこ」のデビュー30周年を記念する展覧会。
デビュー30周年記念 さくらももこの世界展

北九州国際漫画祭2016
韓国、フランス、スウェーデンの作家を中心とする国際交流展。 9/17㈯～10/23㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

マシーネンクリーガー　第3回北Q州展示会
北九州出身の造形作家・横山宏の世界に地元モデラーたちが挑戦。 17㈯～19㈪㈷ 無　料

オリジナル同人誌即売会「コミティア」見本誌読書会
全国のアマチュア漫画家のオリジナル作品を手に取って読めます。 25㈰ 無　料

北九州漫画家列伝　「リリー・フランキー」／「西餅」（にしもち） 紹介展示
北九州市ゆかりの漫画家を紹介。 7/23㈯～9/23㈮ 常設展入場料が必要

無　料

海峡マンガ合戦～中国支部　庄司二号～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 8/20㈯～10/21㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.22「アズ展～生き物編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。 9/10㈯～11/11㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.21「マンガで元気を！熊本の今とこれから」
熊本で、マンガによる被災者支援に取り組む団体の活動をパネルで紹介。 8/6㈯～9/9㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画スクール
テーマ①カラーイラストの描き方（かっこいい塗り方）
　　　②漫画のテクニック（効果線や擬音・カケアミなど）
プロ漫画家が使う道具を使ってみよう！

①4㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②22㈭㈷ ※対象：小学3年生以上　※要事前申込（定員先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

11㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

24㈯ ※当日各定員先着20名、途中からの参加可能

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城自焼150年　小笠原家と開善寺
豊長戦争の際、小笠原氏の陣となった開善寺の歴史と文物を紹介。 開催中～4㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

第42回小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品約300点を展示します。 7㈬～11㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

枩子庵コレクション　京絵師参上！幕末絵画サロンのたのしみ
四条円山派の人々の交流を示す寄せ書きを中心に展示します。 9/17㈯～11/23㈬㈷

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

秋のJAZZナイト
ライトアップした庭園を眺めながらジャズを鑑賞します。 10㈯ 18:00 ￥1500

（呈茶付・入館料込）

開館18周年記念市民茶会
小倉城庭園の開館18周年を記念した秋のお茶会です。 25㈰ 9:00

一般 ￥1500
小中学生 ￥0700
（薄茶二席・入館料込）

企
画
展
示
室

書
院
棟

和
室・

書
院
棟

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「キョロちゃんの地震用心・火の用心」「おばけ長屋」「エジソン物語」 11㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）415215:00
図
書
室

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.September

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）
　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

小倉
北 □休

□所 □℡ □時

障

障

障

障

障

障

障

障

障

月

障



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本語版刊行 15周年記念　リサとガスパール展
世界中から愛される絵本「リサとガスパール」シリーズ。絵本世界の魅力にせまる。 8/6㈯～9/25㈰

一般 ￥1000
高大生 ￥0700
小中生 ￥0500

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

「宮西達也ワンダーランド展　ヘンテコリンな絵本の仲間たち」
絵本作家宮西達也さんの作品世界を、原画やラフスケッチなどで紹介。 開催中～9/19㈪㈷

一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505「宮西達也ワンダーランド展」ギャラリートーク＆ライブペインティング

宮西達也さんが、展示作品紹介とライブペイントを行う。 18㈰ 10:30～
11:15 企画展入場料が必要

「宮西達也ワンダーランド展」　親子で楽しむ 読み聞かせ＆ライブペインティング
宮西達也さんが、スクリーンを使った読み聞かせとライブペイントを行う。 19㈪㈷ 10:30～

11:15 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

黄金逸品展
仏具・工芸品を中心とした、金製品を紹介する。 2㈮～5㈪ 無　料 小倉井筒屋  大画廊

093（522）2521
新
館
７
階

大
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

幕末・小倉藩　～最後の藩主・忠忱と家老・島村志津摩～
最後の藩主・小笠原忠忱と家老・島村志津摩（書・絵・銃等）を紹介 開催中～10/16㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210江戸型彫・書～美の舞～
和紙3枚を柿渋で張り合わせ、型を彫る伝統工芸と書道作品も展示 4㈰～25㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 7㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 21㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケ発表会 4㈰ 9:20 無　料 カラオケのぞみ
090（1367）5702

北九州高専吹奏楽部 定期演奏会 10㈯ 18:00 無　料 北九州工業高等専門学校吹奏楽部
093（964）7333

ピアノ・音楽発表会 22㈭㈷ 14:00 無　料 093（383）8102【今橋】

第42回 小倉南文化祭吟詠剣詩舞大会 25㈰ 10:00 無　料 小倉吟詠剣舞連盟事務局
090（3463）0808【冨永】

第43回 小倉南区年長者・障害（児）者作品展 6㈫～
10㈯

9:00～
17:00

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093（951）5388※6㈫は13:00から、10㈯は12:00まで

第13回 小品公募 秋の北九州水彩展 14㈬～
19㈪㈷

9:00～
17:00

無　料 北九州水彩画会
093（551）6351※14㈬は10:00から、19㈪㈷は16:00まで

第42回 （平成28年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）・洋画・書・写真・工芸

9/25㈰～
10/2㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会事務局
093（452）3082※10/2㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
ラフマニノフ作曲　ピアノ協奏曲　第２番　他 18㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画　「父と暮せば」　（2004年）

出演：宮沢りえ　他 24㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

Jewelism ～Jewel angel the 10-year history～ 19㈪㈷ 17:30 ￥1000 Jewel angel
090（6293）7117※3歳未満無料

高須中学校吹奏楽部定期演奏会 25㈰ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校
093（741）2310【宮本】

混声合唱団「コール北九州」第8回コンサート 3㈯ 14:00 ￥1000 福岡県合唱連盟北九州支部
090（2963）2393【原田】

太鼓衆鼓響旗揚げ公演　がむしゃら 4㈰ 13:30 ￥1000 太鼓衆鼓響
090（8228）2804【山田】

第16回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎 
ピアノ曲を愉しむ　～ピアノと語りと映像のコラボレーション九州在住の2人の作曲家を招いて～
宮崎由紀子（ピアノ）　久保禎（作曲）　安川徹（作曲）　岩崎佳子（朗読）

6㈫ 13:00 ￥500
黒崎ひびしんホール

093（621）4566合唱の街　北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 7㈬ 13:00

￥500
（飲み物、茶菓子付）

※要申込

第6回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート
～熊本・大分地震にも復興支援を～ 11㈰ 15:00 一般 ￥1000

高校生以下 ￥ 500
チャリティーコンサート実行委員会

080（4277）9179【松本】

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー 25㈰ 13:00 ￥990 ひまわり社交ダンス
080（3956）1096【香月】

ココロとカラダのひびきあい
トップ振付師≪香瑠鼓≫による振付＆コミュニケーションワークショップ 19㈪㈷ 14:00 ￥2000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566笑って健康！デューク更家のみんなでぴんしゃんウォーキング体験 22㈭㈷ 14:00

一般 ￥1500
中学生以下 ￥0500

ペア券 ￥2000

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

リ
ハ
ー
サ
ル
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第35回二元会九州支部展　洋画・日本画 8/29㈪
～9/4㈰

9:00～
18:00

無　料 ニ元会九州支部
090(1926)9205【長柄】　※8/29㈪は13:00から、4㈰は16:00まで

第31回日本の海洋画展　洋画・日本画 13㈫～
18㈰

10:00～
18:00

無　料 （一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】※18㈰は15:00まで

白の會展　洋画・水彩画・パステル画・墨彩画・布絵など 9/27㈫～
10/2㈰

9:00～
17:00 無　料 白の會

093（321）3651【岡部】

※5㈪は14:00から、18㈰は12:00まで

九州工業大学・北九州市立大学合同写真展　写真 6㈫～
11㈰

10:00～
17:00 無　料 九州工業大学・北九州市立大学写真部

080(2722)0896【冨士田】

八幡西区年長者作品展　洋画・日本画・彫刻・工芸・写真・書・その他 20㈫～
23㈮

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人北九州市八幡西区
社会福祉協議会

093(642)5035【今村】※20㈫は13:00から

きらく会第20回絵画展　洋画・日本画 5㈪～
11㈰

9:00～
17:00

無　料 きらく会
093(651)3987【土橋】※5㈪は11:00から、11㈰は16:00まで

　グループ 「創」 展 洋画 19㈪㈷
～25㈰

10:00～
18:00

無　料 グループ　「創」
093(246)1520【飯盛】※19㈪㈷は12:00から、25㈰は17:00まで

人と海のフォトコンテスト―第27回マリナーズ・アイ展―　写真 5㈪～
18㈰

9:00～
21:00

無　料 （一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２
展
示
室
前

広
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第67回　戸畑吟詠剣詩舞大会 4㈰ 9:30 無　料 戸畑区文化団体連合会
093（882）2909【北島】

邦舞の会
藤間流・花柳流・西川流　合同舞踊公演 18㈰ 11:00 ￥2000 戸畑区文化団体連合会

093（871）1467【藤間】※当日券あり

大谷中学校吹奏楽部　定期演奏会 24㈯ 16:30 無　料 大谷中学校吹奏楽部
093（881）5767

ヴァイオリン・チェロ　ソロコンサート 3㈯ 14:10 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【篠崎】

第8回　3つの音色で奏でる「木村りえ・木村りさ　ピアノコンサート」
双子姉妹のピアノと共に、心満たされるひとときをどうぞ。 17㈯ 13:30

一般 ￥2000
学生 ￥1000 Rie・Risa企画

090（3733）6095【木村】
※当日各￥500増

ラ・ヴォーチェ　アフタヌーンコンサート 18㈰ 14:00 ￥1500 ラ・ヴォーチェ
093（472）6668【岡田】

平成28年度　戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 19㈪㈷ 13:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
080（6445）2258【佐々木】

スズキ・メソード北九州　ヴァイオリン・チェロ独奏演奏会 22㈭㈷ 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792【小川】

シニア青春ネットワーク　落語まつり
爆笑！アマ落語家競演会　落語まつり 24㈯ 14:00

￥1000 シニア青春ネットワーク
090（7754）5179【山下】※対象：50歳以上

※完売の場合、当日券なし

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

月

イベント 期　間 開　演

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

鶴亀塾フリーマーケット
こころをくすぐるものが沢山あります。お気軽においでください。お待ちしています。 4㈰ 10:00～

16:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

朗読会　「夢十夜」 （作・夏目漱石）
演劇集団　「交差転プロジェクト」による演劇・朗読・舞踏です。 22㈭㈷ 14:00

一般・大学生 ￥1500
高校生・中学生 ￥ 500 交差転プロジェクト

093（952）5662【坂本】
※小学生以下無料　※当日各￥300増

イベント 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「恐竜博2016」
史上最大の肉食恐竜スピノサウルスの最新研究による全身骨格の日本初公開。 開催中～9/4㈰

大人 ￥900
高大生 ￥600
小中生 ￥400

いのちのたび博物館
093（681）1011

歴史講演会「重留銅矛は何を語るか～邪馬台国の時代 in 北九州～」
銅鐸や銅矛を使用した弥生時代の祭祀について精鋭の研究者を招いて議論する。 17㈯ 13:00 無　料 北九州市文化企画課

093（582）2391

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

国重要文化財新指定記念展「企救の国の青銅器文化」
本市初の有形重要文化財に指定された重留遺跡出土広形銅矛の関連展示。 開催中～11/6㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第41回わくわくサイエンスキッズ2016
身近な科学やものづくりの楽しさを体験・ミニSL体験乗車もあります。 18㈰ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

サイエンスショー
「ドライアイスを使って－80℃の世界」 19㈪㈷ 14:30～

15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と秋の星空を望遠鏡で観察します。 10㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100
中高生 ￥070
小学生 ￥050

※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、8/27㈯から電話受付開始

大
集
会
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

本
館・別
館・

科
学
館
前
広
場

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

わらべの日　親子救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏・演技や親子で体験できる教室です 11㈰ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

子
ど
も

ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

～工房らぱん～　手染めの一品、一枚の服展 8/30㈫～9/4㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093(643)5268

大端渓硯展
中国より直輸入した端渓硯の展示即売会。 6㈫～11㈰ 無　料

～よみがえる大正ロマン～　竹久夢二・中原淳一　二人展 13㈫～18㈰ 無　料

中村經子／十月工房　草木染手織紬と切継の帯と布展
草木染による手織の帯・着物や布小物などを展示販売する。 20㈫～25㈰ 無　料

中島光晴　書と柿渋染め展 9/27㈫～10/2㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ふれる・あそぶ・まなぶ～いっしょに楽しむデジタルワンダーランド
デジタルコンテンツを使ってみんなで遊ぼう！ 開催中～10/10㈪㈷

大人 ￥500
小中学生 ￥250 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：3歳以上　※小学生未満無料
※9/6㈫から内容を一部入れ替え

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成28年度高文連北九州地区音楽会 18㈰ 10:00
（予定） 無　料 福岡県立八幡南高等学校

093（611）1881【神明】
大
ホ
ー
ル

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.September

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　9/1㈭、2㈮、14㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

月

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

Jewelism ～Jewel angel the 10-year history～ 19㈪㈷ 17:30 ￥1000 Jewel angel
090（6293）7117※3歳未満無料

高須中学校吹奏楽部定期演奏会 25㈰ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校
093（741）2310【宮本】

混声合唱団「コール北九州」第8回コンサート 3㈯ 14:00 ￥1000 福岡県合唱連盟北九州支部
090（2963）2393【原田】

太鼓衆鼓響旗揚げ公演　がむしゃら 4㈰ 13:30 ￥1000 太鼓衆鼓響
090（8228）2804【山田】

第16回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎 
ピアノ曲を愉しむ　～ピアノと語りと映像のコラボレーション九州在住の2人の作曲家を招いて～
宮崎由紀子（ピアノ）　久保禎（作曲）　安川徹（作曲）　岩崎佳子（朗読）

6㈫ 13:00 ￥500
黒崎ひびしんホール

093（621）4566合唱の街　北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 7㈬ 13:00

￥500
（飲み物、茶菓子付）

※要申込

第6回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート
～熊本・大分地震にも復興支援を～ 11㈰ 15:00 一般 ￥1000

高校生以下 ￥ 500
チャリティーコンサート実行委員会

080（4277）9179【松本】

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー 25㈰ 13:00 ￥990 ひまわり社交ダンス
080（3956）1096【香月】

ココロとカラダのひびきあい
トップ振付師≪香瑠鼓≫による振付＆コミュニケーションワークショップ 19㈪㈷ 14:00 ￥2000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566笑って健康！デューク更家のみんなでぴんしゃんウォーキング体験 22㈭㈷ 14:00

一般 ￥1500
中学生以下 ￥0500

ペア券 ￥2000

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

リ
ハ
ー
サ
ル
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第35回二元会九州支部展　洋画・日本画 8/29㈪
～9/4㈰

9:00～
18:00

無　料 ニ元会九州支部
090(1926)9205【長柄】　※8/29㈪は13:00から、4㈰は16:00まで

第31回日本の海洋画展　洋画・日本画 13㈫～
18㈰

10:00～
18:00

無　料 （一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】※18㈰は15:00まで

白の會展　洋画・水彩画・パステル画・墨彩画・布絵など 9/27㈫～
10/2㈰

9:00～
17:00 無　料 白の會

093（321）3651【岡部】

※5㈪は14:00から、18㈰は12:00まで

九州工業大学・北九州市立大学合同写真展　写真 6㈫～
11㈰

10:00～
17:00 無　料 九州工業大学・北九州市立大学写真部

080(2722)0896【冨士田】

八幡西区年長者作品展　洋画・日本画・彫刻・工芸・写真・書・その他 20㈫～
23㈮

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人北九州市八幡西区
社会福祉協議会

093(642)5035【今村】※20㈫は13:00から

きらく会第20回絵画展　洋画・日本画 5㈪～
11㈰

9:00～
17:00

無　料 きらく会
093(651)3987【土橋】※5㈪は11:00から、11㈰は16:00まで

　グループ 「創」 展 洋画 19㈪㈷
～25㈰

10:00～
18:00

無　料 グループ　「創」
093(246)1520【飯盛】※19㈪㈷は12:00から、25㈰は17:00まで

人と海のフォトコンテスト―第27回マリナーズ・アイ展―　写真 5㈪～
18㈰

9:00～
21:00

無　料 （一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２
展
示
室
前

広
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第67回　戸畑吟詠剣詩舞大会 4㈰ 9:30 無　料 戸畑区文化団体連合会
093（882）2909【北島】

邦舞の会
藤間流・花柳流・西川流　合同舞踊公演 18㈰ 11:00 ￥2000 戸畑区文化団体連合会

093（871）1467【藤間】※当日券あり

大谷中学校吹奏楽部　定期演奏会 24㈯ 16:30 無　料 大谷中学校吹奏楽部
093（881）5767

ヴァイオリン・チェロ　ソロコンサート 3㈯ 14:10 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【篠崎】

第8回　3つの音色で奏でる「木村りえ・木村りさ　ピアノコンサート」
双子姉妹のピアノと共に、心満たされるひとときをどうぞ。 17㈯ 13:30

一般 ￥2000
学生 ￥1000 Rie・Risa企画

090（3733）6095【木村】
※当日各￥500増

ラ・ヴォーチェ　アフタヌーンコンサート 18㈰ 14:00 ￥1500 ラ・ヴォーチェ
093（472）6668【岡田】

平成28年度　戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 19㈪㈷ 13:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
080（6445）2258【佐々木】

スズキ・メソード北九州　ヴァイオリン・チェロ独奏演奏会 22㈭㈷ 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792【小川】

シニア青春ネットワーク　落語まつり
爆笑！アマ落語家競演会　落語まつり 24㈯ 14:00

￥1000 シニア青春ネットワーク
090（7754）5179【山下】※対象：50歳以上

※完売の場合、当日券なし

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

月



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

■
レ
・
フ
レ
ー
ル
　ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

10
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
斎
藤
守
也（
兄
）と
斎

藤
圭
土（
弟
）の
兄
弟
に
よ
る
ピ
ア

ノ
デ
ュ
オ
。
共
に
15
歳
か
ら
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
国
立
音
楽
学
校
に
留
学
。

独
創
的
な
楽
曲
と
ピ
ア
ノ
プ
レ
イ
ス

タ
イ
ル「
キ
ャ
ト
ル
マ
ン
ス
タ
イ
ル
」

を
兄
弟
２
人
で
確
立
。
１
台
の
ピ
ア

ノ
を
４
手
連
弾
で
自
在
に
操
る
彼
ら

を
見
逃
す
な
！
　一
般
４
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
４
０
０
０
円
、
ペ
ア
券

（
一
般
２
枚
）
９
０
０
０
円
。
当
日

各
５
０
０
円
増
。※

３
歳
未
満
１
名

ま
で
保
護
者
膝
上
無
料
、
３
歳
以
上

ま
た
は
座
席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
前
橋
汀
子
カ
ル
テ
ッ
ト

10
月
19
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
ウ
エ
ル

と
ば
た
内
）。出
演
は
バ
イ
オ
リ
ン
前

橋
汀
子
・
久
保
田
巧
、
ビ
オ
ラ
川
本

嘉
子
、
チ
ェ
ロ
原
田
禎
夫
。
豪
華
演

奏
者
に
よ
る
カ
ル
テ
ッ
ト
の
オ
ー
ル

・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番
ト
長
調
『
挨

拶
』、第
11
番
ヘ
短
調『
セ
リ
オ
ー
ソ
』

な
ど
。
入
場
料
、
Ｓ
Ｓ
席
６
０
０
０

円
、
Ｓ
席
４
８
０
０
円
、
Ａ
席
３
８

０
０
円
、
Ｕ-

25
Ａ
席
２
０
０
０
円
。

Ｓ
Ｓ
と
Ｕ-

25
席
は
労
音
事
務
局
の

み
取
り
扱
い
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
島
田
亜
希
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー

トVol.10

10
月
６
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。出
演
は

マ
リ
ン
バ
島
田
亜
希
子
、
ピ
ア
ノ
広

瀬
美
香
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
冨
田
篤

・
山
口
大
輔
・
大
場
章
裕
。
今
回
で

10
回
目
を
迎
え
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
演

奏
は
も
ち
ろ
ん
、
回
を
重
ね
る
度
に

進
化
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
注

目
し
た
い
。
予
定
曲
は
バ
ッ
ハ
「
ゴ

ル
ト
ベ
ル
グ
変
奏
曲
よ
り 

N
o.19

」
、

サ
ラ
サ
ー
テ
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ

ン
」、テ
ィ
エ
リ
ー・ド
ゥ・メ
イ
「
机

の
音
楽
」
、
堀
本
和
総
「
光
」
な
ど
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
２
０
０
０
円
。

当
日
５
０
０
円
増
。

島
田
亜
希
子

０
９
０
（
３
８
８
２
）
４
４
４
５

　
今
度
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
カ
ウ
ア

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
。
４
年
に
１
度
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
12
〜
14
歳
の
部
門
。
11
カ

国
で
予
備
予
選
が
行
わ
れ
、
突
破
し

た
25
人
の
精
鋭
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
コ
ン
テ

ス
タ
ン
ト
は
全
員
一
般
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『レ・フレール　アンソロジー』チラシ

『前橋汀子カルテット』チラシ

『島田亜希子マリンバコンサート
Vol.10』チラシ

受
け
入
れ
先
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局
が
決
め
ま
す
。
私
た
ち
の
ホ
ス
ト

さ
ん
は
、
一
人
暮
ら
し
の
男
性
。
い

や
は
や
大
変
で
し
た
よ
。
お
家
に
は

１
匹
の
猫
が
。
私
も
生
徒
も
残
念
な

が
ら
猫
は
苦
手
で
、
そ
の
上
ネ
ズ
ミ

を
く
わ
え
て
く
る
。
あ
ち
こ
ち
ゴ
キ

ブ
リ
も
走
っ
て
い
ま
す
。
家
は
修
理

中
で
、
床
に
は
木
く
ず
が
散
乱
、
テ

ー
ブ
ル
・
机
・
ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
は

物
が
散
乱
。
テ
ー
ブ
ル
を
拭
く
と
布

巾
は
真
っ
黒
。
一
番
困
っ
た
の
が
、

着
い
て
早
々
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
始
め

る
と
、
横
に
張
り
付
い
て
ダ
メ
出
し

を
始
め
た
こ
と
。
こ
れ
が
し
つ
こ
い

の
何
の
。
も
っ
と
も
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
コ

ン
ク
ー
ル
直
前
な
ん
で
す
ね
。
生
徒

は
泣
き
そ
う
な
顔
し
て
い
る
し
、
必

死
に
片
言
英
語
で
「
や
め
て
く
だ
さ

い
」
と
何
度
も
訴
え
、
も
う
私
は
ク

タ
ク
タ
。
と
ど
め
は
夜
の
シ
ャ
ワ
ー
。

熱
湯
し
か
出
な
い
！
（
修
理
し
て
翌

日
か
ら
ま
と
も
に
）
。３
日
目
く
ら

い
に
は
慣
れ
て
き
て
、
最
後
に
は
仲

良
く
な
り
ま
し
た
け
ど
。

　
さ
て
、
肝
心
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
。

コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
の
前
に
大
変
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Storeの
アプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

も
り
や

け
い
と

か
ず
ふ
さ

て
い
こ

■Andoroid の場合
Play ストアの
アプリから

で検索、インストール!!かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第12回　夢のハーモニーコンサート
クレシエンド<音楽を愛する仲間達>　創立20周年記念 30㈮ 19:00 一般 ￥3000

学生 ￥1000
クレシエンド

090（7928）8054【廣田】
ウェルカムコンサート
出演／松本優哉　下畑真子 8㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

戸畑区学童理科展
戸畑区の小学生　夏休みの理科作品展 10㈯ 9:00～

17:00 無　料 北九州市立牧山小学校
093（881）3002【山田】

浅生水彩画クラブ作品展
野末育利先生のもと　会員20名　作品数40点

14㈬～
19㈪㈷

10:00～
17:00

無　料 浅生水彩画クラブ
090（2086）7442【甲山】※14㈬は13:00かから、19㈪㈷は15:00まで

第40回　戸畑区年長者作品展
区内60歳以上の方の書道・写真・手工芸品などの展示

24㈯～
29㈭

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人 北九州市戸畑区社会福祉協議会
093（871）3259【山口・藤岡・平野】※26㈪休館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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「余韻に充ちて。」

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

※8月8日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩5分　　「戸畑駅」徒歩5分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

□℡ □時戸畑

月

響け歌声
グラン　ソレイユ　コーラスフェスティバル 合唱の街　　北九州

22（土）

◇プログラム
（第１部）
輝かしい受賞歴を誇る小学生合唱団　北九州市立日明小学校合唱部
男声合唱の持つやさしさと力強さを　男声合唱団ＹＭＣ（Yahata Men’s Chorus）
私たちはいつまでも歌い続けます　　北九州市少年少女合唱団OB会

（第２部）
今年もやります！グラン　ソレイユ合唱団　村上敏明さんとともに皆で歌おう

◇演奏曲目（予定）
“妙なる調和”（プッチーニ作曲　オペラ「トスカ」より）
オー・ソーレ・ミーオ（カルディッロ作曲）
美しき碧きドナウ（ヨハン・シュトラウス作曲）　他

※19：00終演予定

17：00
（16：30開場）

10月

【主催】北九州市・北九州ソレイユホール　　【後援】(公財)北九州市芸術文化振興財団・北九州音楽協会

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
北九州市小倉北区大手町12-3　　TEL 093-592-5405

昨年「北九州ソレイユホール５周年」を記念し作られた、シニアと
子どもたちによる「グラン　ソレイユ合唱団」が再び結成されました。
世界的オペラ歌手である村上敏明さん（藤原歌劇団）の指導を受け
た合唱団が、村上さんのオペラアリア、カンツォーネと共に素晴ら
しい歌声をお届けします。
また、第１部では、北九州市立日明小学校合唱部・男声合唱団ＹＭＣ・
北九州市少年少女合唱団ＯＢ会が出演します。
さまざまな合唱の醍醐味をお楽しみください。

チケット取扱お問合せ先 北九州ソレイユホール、響ホール、小倉井筒屋、黒崎井筒屋、北九州芸術劇場5Ｆプレイガイド、
チケットぴあ（0570-02-9999／Pコード：305-047）〔セブンイレブン各店、サンクス各店〕

◆料金　：　おとな　1,000円
　　　　こども　0,500円
　　　　（3歳～中学生）

アルモニーサンク
北九州ソレイユホール

（北九州市小倉北区大手町12-3）

グラン ソレイユ合唱団

！

村上敏明（藤原歌劇団）
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■
レ
・
フ
レ
ー
ル
　ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

10
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
斎
藤
守
也（
兄
）と
斎

藤
圭
土（
弟
）の
兄
弟
に
よ
る
ピ
ア

ノ
デ
ュ
オ
。
共
に
15
歳
か
ら
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
国
立
音
楽
学
校
に
留
学
。

独
創
的
な
楽
曲
と
ピ
ア
ノ
プ
レ
イ
ス

タ
イ
ル「
キ
ャ
ト
ル
マ
ン
ス
タ
イ
ル
」

を
兄
弟
２
人
で
確
立
。
１
台
の
ピ
ア

ノ
を
４
手
連
弾
で
自
在
に
操
る
彼
ら

を
見
逃
す
な
！
　一
般
４
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
４
０
０
０
円
、
ペ
ア
券

（
一
般
２
枚
）
９
０
０
０
円
。
当
日

各
５
０
０
円
増
。※

３
歳
未
満
１
名

ま
で
保
護
者
膝
上
無
料
、
３
歳
以
上

ま
た
は
座
席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
前
橋
汀
子
カ
ル
テ
ッ
ト

10
月
19
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
ウ
エ
ル

と
ば
た
内
）。出
演
は
バ
イ
オ
リ
ン
前

橋
汀
子
・
久
保
田
巧
、
ビ
オ
ラ
川
本

嘉
子
、
チ
ェ
ロ
原
田
禎
夫
。
豪
華
演

奏
者
に
よ
る
カ
ル
テ
ッ
ト
の
オ
ー
ル

・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番
ト
長
調
『
挨

拶
』、第
11
番
ヘ
短
調『
セ
リ
オ
ー
ソ
』

な
ど
。
入
場
料
、
Ｓ
Ｓ
席
６
０
０
０

円
、
Ｓ
席
４
８
０
０
円
、
Ａ
席
３
８

０
０
円
、
Ｕ-

25
Ａ
席
２
０
０
０
円
。

Ｓ
Ｓ
と
Ｕ-

25
席
は
労
音
事
務
局
の

み
取
り
扱
い
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
島
田
亜
希
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー

トVol.10

10
月
６
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。出
演
は

マ
リ
ン
バ
島
田
亜
希
子
、
ピ
ア
ノ
広

瀬
美
香
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
冨
田
篤

・
山
口
大
輔
・
大
場
章
裕
。
今
回
で

10
回
目
を
迎
え
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
演

奏
は
も
ち
ろ
ん
、
回
を
重
ね
る
度
に

進
化
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
注

目
し
た
い
。
予
定
曲
は
バ
ッ
ハ
「
ゴ

ル
ト
ベ
ル
グ
変
奏
曲
よ
り 

N
o.19

」
、

サ
ラ
サ
ー
テ
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ

ン
」、テ
ィ
エ
リ
ー・ド
ゥ・メ
イ
「
机

の
音
楽
」
、
堀
本
和
総
「
光
」
な
ど
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
２
０
０
０
円
。

当
日
５
０
０
円
増
。

島
田
亜
希
子

０
９
０
（
３
８
８
２
）
４
４
４
５

　
今
度
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
カ
ウ
ア

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
。
４
年
に
１
度
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
12
〜
14
歳
の
部
門
。
11
カ

国
で
予
備
予
選
が
行
わ
れ
、
突
破
し

た
25
人
の
精
鋭
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
コ
ン
テ

ス
タ
ン
ト
は
全
員
一
般
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『レ・フレール　アンソロジー』チラシ

『前橋汀子カルテット』チラシ

『島田亜希子マリンバコンサート
Vol.10』チラシ

受
け
入
れ
先
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局
が
決
め
ま
す
。
私
た
ち
の
ホ
ス
ト

さ
ん
は
、
一
人
暮
ら
し
の
男
性
。
い

や
は
や
大
変
で
し
た
よ
。
お
家
に
は

１
匹
の
猫
が
。
私
も
生
徒
も
残
念
な

が
ら
猫
は
苦
手
で
、
そ
の
上
ネ
ズ
ミ

を
く
わ
え
て
く
る
。
あ
ち
こ
ち
ゴ
キ

ブ
リ
も
走
っ
て
い
ま
す
。
家
は
修
理

中
で
、
床
に
は
木
く
ず
が
散
乱
、
テ

ー
ブ
ル
・
机
・
ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
は

物
が
散
乱
。
テ
ー
ブ
ル
を
拭
く
と
布

巾
は
真
っ
黒
。
一
番
困
っ
た
の
が
、

着
い
て
早
々
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
始
め

る
と
、
横
に
張
り
付
い
て
ダ
メ
出
し

を
始
め
た
こ
と
。
こ
れ
が
し
つ
こ
い

の
何
の
。
も
っ
と
も
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
コ

ン
ク
ー
ル
直
前
な
ん
で
す
ね
。
生
徒

は
泣
き
そ
う
な
顔
し
て
い
る
し
、
必

死
に
片
言
英
語
で
「
や
め
て
く
だ
さ

い
」
と
何
度
も
訴
え
、
も
う
私
は
ク

タ
ク
タ
。
と
ど
め
は
夜
の
シ
ャ
ワ
ー
。

熱
湯
し
か
出
な
い
！
（
修
理
し
て
翌

日
か
ら
ま
と
も
に
）
。３
日
目
く
ら

い
に
は
慣
れ
て
き
て
、
最
後
に
は
仲

良
く
な
り
ま
し
た
け
ど
。

　
さ
て
、
肝
心
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
。

コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
の
前
に
大
変
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Storeの
アプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

も
り
や

け
い
と

か
ず
ふ
さ

て
い
こ

■Andoroid の場合
Play ストアの
アプリから

で検索、インストール!!かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪
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北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
６

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
〜

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム
5F企画展示室
【開催期間】9月17日（土）～10月23日（日）
【開館時館】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077

　「
日
本（
の
）文
化
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
の
）文
化
」と
い
う
よ
う
に
、
私
た

ち
は
国
や
地
域
、
民
族
や
人
種
で
文

化
を
理
解
し
が
ち
で
す
。
創
ら
れ
た

場
所
や
、
創
っ
た
人
の
国
籍
や
民
族

は
、
重
要
な
属
性
の
一
つ
で
す
が
、

人
も
文
化
も
移
動
し
広
が
る
も
の
。

日
本
人
画
家
が
日
本
の
風
景
を
題
材

に
描
い
た
「
西
洋
画
」
や
、
日
本
人

シ
ェ
フ
が
日
本
産
の
食
材
で
作
っ
た

「
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
な
ど
、
国
や
民

族
で
は
割
り
切
れ
な
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
マ
ン
ガ
が
世
界
で
広
く
読

ま
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
単
に
、
日
本
人
が
日
本
で
描
い
た

マ
ン
ガ
作
品
を
諸
外
国
が
輸
入
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
式

の
技
法
や
ス
タ
イ
ル
で
マ
ン
ガ
を
描

く
作
家
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
育
ち
、

そ
の
作
品
が
国
際
的
に
人
気
を
博
し

て
も
い
る
の
で
す
。
端
的
に
言
っ
て
、

日
本
式
の
マ
ン
ガ
＝「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」

は
す
で
に
日
本（
人
）の
専
売
特
許

で
は
な
く
、
世
界
の
誰
も
が
応
用
可

能
な
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

　
当
館
で
は
例
年
、
邦
訳
さ
れ
た
海

外
マ
ン
ガ
作
品
（
＝
ガ
イ
マ
ン
）
の

投
票
式
ラ
ン
キ
ン
グ「
ガ
イ
マ
ン
賞
」

を
、
他
の
マ
ン
ガ
施
設
と
協
力
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
２
０
１

５
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
出
身
の
マ
ン
ガ
家
、
オ
ー
サ
・

イ
ェ
ー
ク
ス
ト
ロ
ム
の
『
さ
よ
な
ら

セ
プ
テ
ン
バ
ー
』（
ク
リ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
リ
バ
ー
社
）
が
受
賞
し
ま
し

た
（
図
１
）
。「
ガ
イ
マ
ン
」の
ほ
と

ん
ど
は
、
北
米
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

コ
ミ
ッ
ク
」
や
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ

ー
の「
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ（
Ｂ
Ｄ
）」

な
ど
、
海
外
で
成
立
し
た
ス
タ
イ
ル

の
作
品
な
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
は

日
本
マ
ン
ガ
の
技
法
や
ス
タ
イ
ル
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
物
語
の
舞
台
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
あ
る
マ
ン
ガ
の
専
門
学
校
。
日
本

ス
タ
イ
ル
の
マ
ン
ガ
家
を
目
指
す
女

子
学
生
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
、
愛
称

「
ア
レ
ッ
ク
ス
」（
図
２
）を
主
人
公

に
、
学
生
寮
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
た
ち

と
の
コ
ミ
カ
ル
な
や
り
取
り
を
交
え

つ
つ
、
ア
レ
ッ
ク
ス
が
抱
え
て
い
る

心
の
傷
と
そ
の
回
復
を
細
や
か
に
描

い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造

形
や
画
面
の
構
成
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル

面
だ
け
で
な
く
、
若
者
の
内
面
的
な

葛
藤
や
成
長
を
主
題
と
す
る
点
も
含

め
、
表
現
の
ス
タ
イ
ル
は
日
本
マ
ン

ガ
そ
の
も
の
。
し
か
し
同
時
に
、
ル

ー
ム
シ
ェ
ア
や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、

自
然
体
で
ふ
る
ま
う
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
同
級
生
（
図
３
）
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
で
は
と
感
じ
さ
せ

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
見
慣
れ
た
日
本
マ
ン
ガ
の
ス

タ
イ
ル
で
描
か
れ
た
、
日
本
と
は
違

う
習
慣
や
考
え
方
の
物
語
。
そ
こ
に

は
少
し
違
和
感
が
あ
る
け
れ
ど
、
丹

念
に
描
か
れ
た
心
の
動
き
に
は
共
感

で
き
、
主
人
公
の
成
長
に
素
直
に
感

動
で
き
る
。
違
い
を
違
い
と
し
て
尊

重
し
な
が
ら
、
根
っ
こ
の
部
分
で
通

じ
合
う
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
理
想

的
な
文
化
交
流
体
験
を
、
日
本
の
読

者
に
与
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
こ
の
秋
、「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
」

と
題
し
た
複
合
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
『
さ
よ
な
ら
セ
プ
テ
ン
バ
ー
』

の
複
製
原
画
な
ど
「
ガ
イ
マ
ン
賞
」

関
連
展
示
を
は
じ
め
、
韓
国
や
フ
ラ

ン
ス
の
作
家
・
作
品
を
、
展
示
や
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
す
る
も
の
で

す
。
10
月
10
日（
月
・
祝
）に
は
オ
ー

サ
氏
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
て
い
く
マ
ン
ガ
の
可
能

性
と
、
文
化
交
流
の
楽
し
さ
に
、
ぜ

ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

図1　オーサ・イェークストロム『さよならセプテンバー』第1巻表紙
（クリーク・アンド・リバー社、2015年）

図2　同第1巻8ページ図3　同第1巻63ページ
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化
文

hiroba
遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Syunsuke Shibao

　平
成
25
年
度
に
折
尾
駅
の
南
に
あ

る
菅
原
神
社
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
６
世
紀

の
古
墳
時
代
か
ら
16
世
紀
の
戦
国
時

代
ま
で
の
土
器
や
陶
磁
器
が
多
く
出

土
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
鍋
の
底

に
３
本
の
足
を
付
け
た
足
鍋
と
い
う

煮
炊
き
に
使
う
瓦
質
の
土
器
が
多
く

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　写
真
の
す
り
鉢
と
足
鍋
は
、
14
世

紀
〜
16
世
紀
の
中
世
後
期
に
、
今
の

山
口
県
東
部
に
存
在
し
た
周
防
国
の

佐
波
川
の
河
口
に
あ
る
原
遺
跡
や
岩

淵
遺
跡
一
帯
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
て
、
中
世
後
期
に
山

口
県
だ
け
で
は
な
く
、
豊
前
国
・
肥

前
国
や
筑
前
国
の
博
多
遺
跡
群
に
ま

で
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
広
域
に
分
布

す
る
理
由
と
し
て
、
周
防
国
を
本
拠

地
と
す
る
大
内
氏
が
、
14
世
紀
後
半

に
は
豊
前
国
の
守
護
と
な
り
、
15
世

紀
の
初
め
に
は
周
防
国
守
護
と
長
門

国
守
護
に
任
命
さ
れ
、
15
世
紀
中
頃

に
は
筑
前
国
の
大
部
分
の
地
域
を
領

国
化
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
、
と
い

う
見
解
が
あ
り
ま
す
。

　中
世
史
の
研
究
者
で
あ
る
佐
々
木

銀
弥
さ
ん
は
、
防
府
天
満
宮
の
南
に

あ
る
宮
市
と
い
う
市
場
が
、
大
内
氏

の
保
護
の
も
と
、
兄
部
氏
と
い
う
市

場
を
取
り
仕
切
る
商
人
が
、
大
内
氏

へ
の
貢
納
と
献
上
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
特
権
的
な
営
業
を
行
っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
周
防
国
で
生
産
さ
れ
た
す

り
鉢
や
足
鍋
は
、
佐
波
川
左
岸
に
あ

っ
た
宮
市
を
中
心
と
す
る
商
人
た
ち

に
よ
っ
て
、
周
防
国
や
長
門
国
地
域

で
ま
ず
販
売
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
遠
い
豊
前
や
博

多
に
ま
で
歩
い
て
売
り
に
行
く
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
生
産
し
た
遺
跡

の
近
く
に
あ
る
伊
佐
江
津
と
三
田
尻

津
と
い
う
港
か
ら
船
に
よ
っ
て
豊
前

や
筑
前
に
出
荷
さ
れ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　15
世
紀
前
半
に
は
、
瀬
戸
内
海
の

海
上
支
配
を
大
内
氏
が
行
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
大
内
氏
の
庇
護
の
も
と
、

海
賊
に
襲
わ
れ
る
心
配
も
な
く
、
ま

た
、
出
荷
す
る
港
を
使
う
と
き
に
も
、

関
門
海
峡
に
設
け
ら
れ
た
関
を
通
過

す
る
と
き
に
も
、
関
料
と
い
う
通
交

税
を
免
除
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
商
人
た
ち

は
、
兄
部
氏
を
通
じ
て
商
品
の
一
部
、

あ
る
い
は
銭
貨
を
大
内
氏
へ
貢
納
・

献
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　中
世
後
期
に
な
る
と
、
各
地
の
農

村
内
手
工
業
が
発
達
す
る
と
と
も
に
、

中
央
都
市
で
あ
る
京
都
の
発
展
、
肥

大
化
と
と
も
に
、
水
陸
交
通
の
整
備

発
展
、
銭
貨
の
全
国
的
な
流
通
、
送

金
・
取
引
の
た
め
の
為
替
の
普
及
な

ど
に
よ
っ
て
、
遠
隔
地
間
の
取
引
が

活
発
に
な
っ
て
く
る
、
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
周
防
国
の
瓦
質
土
器
も
農
村

の
農
閑
期
副
業
と
し
て
出
発
し
、
大

内
氏
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
、
広
域

流
通
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

中
世
後
期
の
足
鍋
の
流
通

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093(582)0941)
　北九州市を掘る（84）　埋蔵文化財速報展『川のそばで暮らした人々―三郎丸遺跡第4地点の調査から―』

【開催期間】8月23日（火）～12月18日（日）
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
【入館料】無料

古代の川の跡や集落などから出土した墨書土器や緑釉陶器、黒色土器など約30点を展示。常設展もあり

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』 『シュガーロード・発掘物語』

【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

防長型足鍋

防長型すり鉢

瓦質のすり鉢（上）と足鍋（下）
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北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
６

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
〜

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム
5F企画展示室
【開催期間】9月17日（土）～10月23日（日）
【開館時館】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077

　「
日
本（
の
）文
化
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
の
）文
化
」と
い
う
よ
う
に
、
私
た

ち
は
国
や
地
域
、
民
族
や
人
種
で
文

化
を
理
解
し
が
ち
で
す
。
創
ら
れ
た

場
所
や
、
創
っ
た
人
の
国
籍
や
民
族

は
、
重
要
な
属
性
の
一
つ
で
す
が
、

人
も
文
化
も
移
動
し
広
が
る
も
の
。

日
本
人
画
家
が
日
本
の
風
景
を
題
材

に
描
い
た
「
西
洋
画
」
や
、
日
本
人

シ
ェ
フ
が
日
本
産
の
食
材
で
作
っ
た

「
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
な
ど
、
国
や
民

族
で
は
割
り
切
れ
な
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
マ
ン
ガ
が
世
界
で
広
く
読

ま
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
単
に
、
日
本
人
が
日
本
で
描
い
た

マ
ン
ガ
作
品
を
諸
外
国
が
輸
入
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
式

の
技
法
や
ス
タ
イ
ル
で
マ
ン
ガ
を
描

く
作
家
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
育
ち
、

そ
の
作
品
が
国
際
的
に
人
気
を
博
し

て
も
い
る
の
で
す
。
端
的
に
言
っ
て
、

日
本
式
の
マ
ン
ガ
＝「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」

は
す
で
に
日
本（
人
）の
専
売
特
許

で
は
な
く
、
世
界
の
誰
も
が
応
用
可

能
な
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

　
当
館
で
は
例
年
、
邦
訳
さ
れ
た
海

外
マ
ン
ガ
作
品
（
＝
ガ
イ
マ
ン
）
の

投
票
式
ラ
ン
キ
ン
グ「
ガ
イ
マ
ン
賞
」

を
、
他
の
マ
ン
ガ
施
設
と
協
力
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
２
０
１

５
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
出
身
の
マ
ン
ガ
家
、
オ
ー
サ
・

イ
ェ
ー
ク
ス
ト
ロ
ム
の
『
さ
よ
な
ら

セ
プ
テ
ン
バ
ー
』（
ク
リ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
リ
バ
ー
社
）
が
受
賞
し
ま
し

た
（
図
１
）
。「
ガ
イ
マ
ン
」の
ほ
と

ん
ど
は
、
北
米
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

コ
ミ
ッ
ク
」
や
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ

ー
の「
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ（
Ｂ
Ｄ
）」

な
ど
、
海
外
で
成
立
し
た
ス
タ
イ
ル

の
作
品
な
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
は

日
本
マ
ン
ガ
の
技
法
や
ス
タ
イ
ル
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
物
語
の
舞
台
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
あ
る
マ
ン
ガ
の
専
門
学
校
。
日
本

ス
タ
イ
ル
の
マ
ン
ガ
家
を
目
指
す
女

子
学
生
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
、
愛
称

「
ア
レ
ッ
ク
ス
」（
図
２
）を
主
人
公

に
、
学
生
寮
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
た
ち

と
の
コ
ミ
カ
ル
な
や
り
取
り
を
交
え

つ
つ
、
ア
レ
ッ
ク
ス
が
抱
え
て
い
る

心
の
傷
と
そ
の
回
復
を
細
や
か
に
描

い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造

形
や
画
面
の
構
成
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル

面
だ
け
で
な
く
、
若
者
の
内
面
的
な

葛
藤
や
成
長
を
主
題
と
す
る
点
も
含

め
、
表
現
の
ス
タ
イ
ル
は
日
本
マ
ン

ガ
そ
の
も
の
。
し
か
し
同
時
に
、
ル

ー
ム
シ
ェ
ア
や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、

自
然
体
で
ふ
る
ま
う
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
同
級
生
（
図
３
）
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
で
は
と
感
じ
さ
せ

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
見
慣
れ
た
日
本
マ
ン
ガ
の
ス

タ
イ
ル
で
描
か
れ
た
、
日
本
と
は
違

う
習
慣
や
考
え
方
の
物
語
。
そ
こ
に

は
少
し
違
和
感
が
あ
る
け
れ
ど
、
丹

念
に
描
か
れ
た
心
の
動
き
に
は
共
感

で
き
、
主
人
公
の
成
長
に
素
直
に
感

動
で
き
る
。
違
い
を
違
い
と
し
て
尊

重
し
な
が
ら
、
根
っ
こ
の
部
分
で
通

じ
合
う
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
理
想

的
な
文
化
交
流
体
験
を
、
日
本
の
読

者
に
与
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
こ
の
秋
、「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
」

と
題
し
た
複
合
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
『
さ
よ
な
ら
セ
プ
テ
ン
バ
ー
』

の
複
製
原
画
な
ど
「
ガ
イ
マ
ン
賞
」

関
連
展
示
を
は
じ
め
、
韓
国
や
フ
ラ

ン
ス
の
作
家
・
作
品
を
、
展
示
や
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
す
る
も
の
で

す
。
10
月
10
日（
月
・
祝
）に
は
オ
ー

サ
氏
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
て
い
く
マ
ン
ガ
の
可
能

性
と
、
文
化
交
流
の
楽
し
さ
に
、
ぜ

ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

図1　オーサ・イェークストロム『さよならセプテンバー』第1巻表紙
（クリーク・アンド・リバー社、2015年）

図2　同第1巻8ページ図3　同第1巻63ページ

北九州国際漫画祭2016
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【開催期間】
10月22日（土）～12月4日（日）
※月曜日休館
※10月22日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】大人700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
今
秋
、

開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
第
23
回

特
別
企
画
展
「
没
後
20
年
　
司
馬
遼

太
郎
展―

21
世
紀
〝
未
来
の
街
角
〞

で
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
は
『
梟
の
城
』
で
第

42
回
直
木
賞
を
受
賞
し
、『
竜
馬
が

ゆ
く
』『
燃
え
よ
剣
』『
国
盗
り
物
語
』

『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
戦
国
、
幕
末
、

明
治
の
時
代
を
描
い
た
傑
作
を
数
多

く
執
筆
し
ま
し
た
。
小
説
と
と
も
に

『
街
道
を
ゆ
く
』『
こ
の
国
の
か
た

ち
』
な
ど
、
日
本
の
祖
形
を
探
り
、

日
本
人
と
は
何
か
を
考
え
つ
つ
、
文

化
・
文
明
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
司

馬
作
品
は
没
後
20
年
を
経
て
な
お
多

く
の
読
者
に
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

 

本
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
は
、
小
学

６
年
生
の
教
科
書
用
に
書
き
下
ろ
し

た
『
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち

へ
』
の
一
文
か
ら
採
ら
れ
ま
し
た
。

〈
も
し
、
「
未
来
」
と
い
う
街
角
で
、

私
が
君
た
ち
を
呼
び
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
。

／
「
田
中
く
ん
、
ち
ょ
っ
と
う
か
が

い
ま
す
が
、
あ
な
た
が
今
歩
い
て
い

る
、
二
十
一
世
紀
と
は
、
ど
ん
な
世

の
中
で
し
ょ
う
。
」
〉
司
馬
は
こ
の

よ
う
に
問
い
か
け
、
自
ら
の
未
来
へ

の
想
い
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
展
覧
会
の
会
場
を
〝
未
来
の
街

角
〞
と
位
置
付
け
、
作
家
・
司
馬
遼

太
郎
か
ら
の
現
代
へ
の
問
い
か
け
と
、

現
代
・
未
来
を
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
受
け
取
る
場
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
展
覧
会
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て

産
経
新
聞
に
１
３
３
５
回
連
載
さ
れ

た
「
竜
馬
が
ゆ
く
」
の
紙
面
の
全
て

を
貼
り
付
け
た
ト
ン
ネ
ル
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ま
さ
し
く「
竜
馬
が
ゆ
く
」

に
満
た
さ
れ
た
空
間
を
通
り
、
司
馬

遼
太
郎
の
世
界
へ
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
初
め
は
〈
16
世
紀
の
街
角
〉
で
す
。

司
馬
作
品
の
う
ち
、
戦
国
時
代
の
も

の
を
取
り
上
げ
ま
す
。
梟
雄
・
斎
藤

道
三
を
描
い
た
斎
藤
道
三
編
と
、
そ

の
娘
婿
で
あ
る
織
田
信
長
を
明
智
光

秀
の
視
点
で
描
い
た
織
田
信
長
編
の

二
編
か
ら
な
る
『
国
盗
り
物
語
』
、

豊
臣
秀
吉
の
軍
師
と
し
て
名
を
馳
せ

た
黒
田
官
兵
衛
の
生
涯
を
描
い
た

『
播
磨
灘
物
語
』
、
徳
川
家
康
と
石

田
三
成
の
天
下
分
け
目
の
合
戦
に
至

る
経
緯
を
、
諸
大
名
の
内
情
を
踏
ま

え
て
描
い
た
『
関
ヶ
原
』
な
ど
の
作

品
に
つ
い
て
、
自
筆
原
稿
、
掲
載
誌

の
ほ
か
、
描
か
れ
た
時
代
の
歴
史
資

料
な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　
続
い
て
〈
19
世
紀
の
街
角
〉
で
は
、

幕
末
、
明
治
期
を
描
い
た
作
品
を
取

り
上
げ
ま
す
。
坂
本
竜
馬
を
描
い
た

『
竜
馬
が
ゆ
く
』、新
選
組
副
長
、

土
方
歳
三
の
生
涯
を
描
い
た
『
燃
え

よ
剣
』
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
、
大

久
保
利
通
の
友
情
と
対
立
か
ら
西
南

戦
争
ま
で
を
描
い
た『
翔
ぶ
が
如
く
』
。

そ
し
て
、
秋
山
好
古
、
真
之
兄
弟
と

正
岡
子
規
の
友
情
を
軸
に
近
代
化
を

目
指
す
人
々
の
い
た
明
治
と
い
う
時

代
を
、
日
露
戦
争
を
含
め
て
立
体
的

に
捉
え
た
『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
の

作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
次
に
〈
21
世
紀
の
街
角
〉
で
は
、

文
化
・
歴
史
の
側
面
か
ら
「
日
本
」

を
捉
え
た
『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
、

日
常
を
描
い
た
エ
ッ
セ
イ『
風
塵
抄
』、

そ
し
て
、
司
馬
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
、
紀
行
文
『
街
道
を
ゆ
く
』

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
司
馬
遼
太
郎
と
い
う
作

家
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
、
直
木
賞
受
賞
作
『
梟
の

城
』
を
執
筆
し
た
机
な
ど
も
展
示
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
展
覧
会
の
タ
イ
ト

ル
の
基
と
な
っ
た
『
二
十
一
世
紀
に

生
き
る
君
た
ち
へ
』
を
全
文
掲
載
い

た
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
司
馬
遼
太
郎

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
来
場
者
の
皆
さ
ま

に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
併
せ
て
、
東
大
阪
市
の
司
馬

遼
太
郎
の
自
宅
と
司
馬
遼
太
郎
記
念

館
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

司
馬
遼
太
郎
と
九
州
と
の
関
わ
り

を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
予
定
で
す
。

　
こ
の
秋
、
本
展
で
ぜ
ひ
、
作
家
・

司
馬
遼
太
郎
の
世
界
に
触
れ
て
く
だ

さ
い
。

文芸
hiroba 稲　田　 大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

没後20年　司馬遼太郎展
　―21世紀“未来の街角”で

司馬遼太郎　撮影：井上博道

司馬遼太郎の著作（一部）※写真は全て司馬遼太郎記念財団提供

き
ょ
う
ゆ
う

は

よ
し
ふ
る

さ
ね
ゆ
き
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デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ィ
ン
チ
ャ
ー
監

督
の
映
画
『
セ
ブ
ン
』
に
次
の
よ
う

な
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
モ
ー
ガ

ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
と
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ

ッ
ト
扮
す
る
二
人
の
刑
事
が
あ
る
殺

人
事
件
を
捜
査
し
ま
す
が
、
な
か
な

か
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
被
害
者
の
妻
だ
け
が
、
壁
に
飾

ら
れ
て
い
る
抽
象
画
が
事
件
前
と
は

逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
絵
を
外
し
て
み
る
と
、
壁

面
に
次
の
事
件
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
指

紋
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ド
キ

ド
キ
の
謎
解
き
シ
ー
ン
で
す
が
、

「
抽
象
画
な
ら
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い

て
も
気
付
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

こ
の
場
面
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
北
九
州

市
立
美
術
館
と
北
九
州
芸
術
劇
場
の

コ
ラ
ボ
演
劇
『
モ
ネ
、
逆
さ
ま
の
睡

蓮
』
で
は
、
当
館
所
蔵
の
モ
ネ
《
睡

蓮
、
柳
の
反
影
》（
図
版
）が
か
つ
て

逆
さ
ま
に
展
示
さ
れ
て
い
た
、
と
い

う
噂
話
を
取
り
上
げ
ま
し
た
（
写
真

／
詳
し
く
は
本
誌
５
月
号
特
集
）
。

こ
の
作
品
は
抽
象
画
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
画
家
の
代
名
詞
と
も
言
え
る

睡
蓮
が
、
晩
年
特
有
の
粗
い
タ
ッ
チ

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
都
市
伝
説
的

な
噂
話
が
広
ま
る
に
は
そ
れ
だ
け
の

理
由
が
あ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
絵

の
場
合
も
や
は
り
、
逆
さ
ま
に
な
っ

て
も
分
か
ら
な
い
、
と
思
わ
れ
て
し

ま
い
そ
う
な
抽
象
的
な
描
写
が
原
因

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
抽
象
画
の
創
始
者
と
も
言
わ
れ
る

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
あ
る
日
ア

ト
リ
エ
に
戻
っ
た
と
き
、
何
を
描
い

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
一
枚
の

絵
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が

よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
は
自
分
で

描
い
た
絵
が
横
向
き
に
な
っ
て
い
た

だ
け
な
の
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
カ
ン

デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
何
を
描
い
て
い

る
か
で
は
な
く
、
色
彩
や
構
図
の
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
可
能
性
に
気
付
き
、
抽
象
画
の
誕

生
に
向
っ
て
試
行
錯
誤
を
始
め
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
は
、
絵
が
逆
さ
ま
で
は
な
く
横

向
き
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

向
き
が
変
わ
っ
て
も
絵
が
成
立
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
部
分
に
モ

ネ
作
品
の
噂
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
実
は
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
モ
ネ

の
つ
な
が
り
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
28

歳
の
と
き
に
モ
ス
ク
ワ
で
フ
ラ
ン
ス

絵
画
の
展
覧
会
を
見
ま
し
た
。
そ
こ

で
展
示
さ
れ
て
い
た
モ
ネ
の
作
品
に

つ
い
て
、
彼
は
後
に
こ
う
書
き
残
し

て
い
ま
す
。
「
と
こ
ろ
が
突
然
、
私

は
初
め
て
絵
と
い
う
も
の
を
見
た
わ

け
だ
。
そ
の
絵
が
積
み
わ
ら
を
描
い

た
も
の
と
い
う
こ
と
を
私
に
教
え
て

く
れ
た
の
は
カ
タ
ロ
グ
で
あ
っ
た
。

私
は
積
み
わ
ら
で
あ
る
こ
と
が
識
別

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
識
別
で
き
ぬ

と
い
う
点
、
私
は
困
っ
た
。
こ
れ
ほ

ど
不
明
瞭
に
描
く
権
利
は
画
家
に
は

な
い
、
と
も
思
っ
た
。
私
は
漠
然
と

こ
の
絵
に
は
対
象
が
欠
け
て
い
る
、

と
感
じ
た
。〔
中
略
〕
そ
れ
で
も
徹

底
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
そ

れ
は
、
私
の
あ
り
方
と
あ
ら
ゆ
る
夢

を
越
え
て
ゆ
く
、
以
前
に
私
に
隠
さ

れ
て
い
た
、
予
想
だ
に
せ
ぬ
パ
レ
ッ

ト
の
力
で
あ
っ
た
」（
西
田
秀
穂
訳

『
回
想
』〈
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
著

作
集
４
〉
、
美
術
出
版
社
・
２
０
０

０
年
・
19
ペ
ー
ジ
）。
現
在
の
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
「
分
か
り
や
す
い

絵
」
の
代
表
と
も
言
え
る
モ
ネ
の

《
積
み
わ
ら
》
に
つ
い
て
「
こ
れ
ほ

ど
不
明
瞭
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
モ
ネ
の
作
風
が
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
い
か
に
衝
撃
的
だ
っ
た
の

か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
モ
ネ
作
品

と
の
出
会
い
も
ま
た
、
カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
が
抽
象
表
現
の
可
能
性
に
気

付
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
モ
ネ
を
抽
象

画
の
先
駆
と
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
後
年
、

ポ
ロ
ッ
ク
や
ロ
ス
コ
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
の
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
た
ち
に

も
強
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
た
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と

か
く
「
難
し
い
」
「
分
か
ら
な
い
」

と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ア
ー
ト
で
す
が
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
を
見
習
っ
て
、

と
ま
ど
う
気
持
ち
も
そ
の
ま
ま
に
、

ま
ず
は
作
品
の
色
彩
や
タ
ッ
チ
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北
九
州
芸
術
劇
場×

北
九
州
市
立
美
術
館

　

コ
ラ
ボ
演
劇
こ
ぼ
れ
話

Information
日本語版刊行15周年記念　リサとガスパール展

【会場】北九州市立美術館 分館
（リバーウォーク北九州5F）
【会期】8月6日（土）～ 9月25日（日）※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000（800）円　高大生700（500）円　
小中生500（400）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は２割減免

【お問合せ】093(562)3215

図版　クロード・モネ《睡蓮、柳の反影》1916～19年

写真　演劇『モネ、逆さまの睡蓮』2016年

次回の戻しは7月27日（水）迄となっております。

美術
hiroba 小   松  　健  一   郎

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Kenichiro Komatsu

う
わ
さ
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【開催期間】
10月22日（土）～12月4日（日）
※月曜日休館
※10月22日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】大人700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
今
秋
、

開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
第
23
回

特
別
企
画
展
「
没
後
20
年
　
司
馬
遼

太
郎
展―

21
世
紀
〝
未
来
の
街
角
〞

で
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
は
『
梟
の
城
』
で
第

42
回
直
木
賞
を
受
賞
し
、『
竜
馬
が

ゆ
く
』『
燃
え
よ
剣
』『
国
盗
り
物
語
』

『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
戦
国
、
幕
末
、

明
治
の
時
代
を
描
い
た
傑
作
を
数
多

く
執
筆
し
ま
し
た
。
小
説
と
と
も
に

『
街
道
を
ゆ
く
』『
こ
の
国
の
か
た

ち
』
な
ど
、
日
本
の
祖
形
を
探
り
、

日
本
人
と
は
何
か
を
考
え
つ
つ
、
文

化
・
文
明
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
司

馬
作
品
は
没
後
20
年
を
経
て
な
お
多

く
の
読
者
に
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

 

本
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
は
、
小
学

６
年
生
の
教
科
書
用
に
書
き
下
ろ
し

た
『
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち

へ
』
の
一
文
か
ら
採
ら
れ
ま
し
た
。

〈
も
し
、
「
未
来
」
と
い
う
街
角
で
、

私
が
君
た
ち
を
呼
び
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
。

／
「
田
中
く
ん
、
ち
ょ
っ
と
う
か
が

い
ま
す
が
、
あ
な
た
が
今
歩
い
て
い

る
、
二
十
一
世
紀
と
は
、
ど
ん
な
世

の
中
で
し
ょ
う
。
」
〉
司
馬
は
こ
の

よ
う
に
問
い
か
け
、
自
ら
の
未
来
へ

の
想
い
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
展
覧
会
の
会
場
を
〝
未
来
の
街

角
〞
と
位
置
付
け
、
作
家
・
司
馬
遼

太
郎
か
ら
の
現
代
へ
の
問
い
か
け
と
、

現
代
・
未
来
を
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
受
け
取
る
場
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
展
覧
会
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て

産
経
新
聞
に
１
３
３
５
回
連
載
さ
れ

た
「
竜
馬
が
ゆ
く
」
の
紙
面
の
全
て

を
貼
り
付
け
た
ト
ン
ネ
ル
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ま
さ
し
く「
竜
馬
が
ゆ
く
」

に
満
た
さ
れ
た
空
間
を
通
り
、
司
馬

遼
太
郎
の
世
界
へ
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
初
め
は
〈
16
世
紀
の
街
角
〉
で
す
。

司
馬
作
品
の
う
ち
、
戦
国
時
代
の
も

の
を
取
り
上
げ
ま
す
。
梟
雄
・
斎
藤

道
三
を
描
い
た
斎
藤
道
三
編
と
、
そ

の
娘
婿
で
あ
る
織
田
信
長
を
明
智
光

秀
の
視
点
で
描
い
た
織
田
信
長
編
の

二
編
か
ら
な
る
『
国
盗
り
物
語
』
、

豊
臣
秀
吉
の
軍
師
と
し
て
名
を
馳
せ

た
黒
田
官
兵
衛
の
生
涯
を
描
い
た

『
播
磨
灘
物
語
』
、
徳
川
家
康
と
石

田
三
成
の
天
下
分
け
目
の
合
戦
に
至

る
経
緯
を
、
諸
大
名
の
内
情
を
踏
ま

え
て
描
い
た
『
関
ヶ
原
』
な
ど
の
作

品
に
つ
い
て
、
自
筆
原
稿
、
掲
載
誌

の
ほ
か
、
描
か
れ
た
時
代
の
歴
史
資

料
な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　
続
い
て
〈
19
世
紀
の
街
角
〉
で
は
、

幕
末
、
明
治
期
を
描
い
た
作
品
を
取

り
上
げ
ま
す
。
坂
本
竜
馬
を
描
い
た

『
竜
馬
が
ゆ
く
』、新
選
組
副
長
、

土
方
歳
三
の
生
涯
を
描
い
た
『
燃
え

よ
剣
』
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
、
大

久
保
利
通
の
友
情
と
対
立
か
ら
西
南

戦
争
ま
で
を
描
い
た『
翔
ぶ
が
如
く
』
。

そ
し
て
、
秋
山
好
古
、
真
之
兄
弟
と

正
岡
子
規
の
友
情
を
軸
に
近
代
化
を

目
指
す
人
々
の
い
た
明
治
と
い
う
時

代
を
、
日
露
戦
争
を
含
め
て
立
体
的

に
捉
え
た
『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
の

作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
次
に
〈
21
世
紀
の
街
角
〉
で
は
、

文
化
・
歴
史
の
側
面
か
ら
「
日
本
」

を
捉
え
た
『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
、

日
常
を
描
い
た
エ
ッ
セ
イ『
風
塵
抄
』、

そ
し
て
、
司
馬
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
、
紀
行
文
『
街
道
を
ゆ
く
』

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
司
馬
遼
太
郎
と
い
う
作

家
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
、
直
木
賞
受
賞
作
『
梟
の

城
』
を
執
筆
し
た
机
な
ど
も
展
示
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
展
覧
会
の
タ
イ
ト

ル
の
基
と
な
っ
た
『
二
十
一
世
紀
に

生
き
る
君
た
ち
へ
』
を
全
文
掲
載
い

た
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
司
馬
遼
太
郎

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
来
場
者
の
皆
さ
ま

に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
併
せ
て
、
東
大
阪
市
の
司
馬

遼
太
郎
の
自
宅
と
司
馬
遼
太
郎
記
念

館
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

司
馬
遼
太
郎
と
九
州
と
の
関
わ
り

を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
予
定
で
す
。

　
こ
の
秋
、
本
展
で
ぜ
ひ
、
作
家
・

司
馬
遼
太
郎
の
世
界
に
触
れ
て
く
だ

さ
い
。

文芸
hiroba 稲　田　 大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

没後20年　司馬遼太郎展
　―21世紀“未来の街角”で

司馬遼太郎　撮影：井上博道

司馬遼太郎の著作（一部）※写真は全て司馬遼太郎記念財団提供

き
ょ
う
ゆ
う

は

よ
し
ふ
る

さ
ね
ゆ
き
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２
０
１
６
北
九
州
国
際
音
楽
祭
は

10
月
16
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、

「
親
愛
な
る
、
楽
友
た
ち
へ―

」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
北
九
州
市
立

響
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
内
外
の
き
ら
め
く
ト
ッ
プ
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
北
九
州
の
秋
を

華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

マ
イ
ス
タ
ー
・
ア
ー
ル
ト×

ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
10
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演

・
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
）

　
昨
年
、
一
昨
年
と
見
事
な
演
奏
で

聴
衆
を
沸
か
せ
た
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
北
九
州
市
出
身
の
篠
崎
史
紀
を

中
心
に
、
国
内
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
首
席
奏
者
等
か
ら
な
る
マ
イ
ス
タ

ー
・
ア
ー
ル
ト
組
と
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
、
新
進
気
鋭
の
若
手
演
奏
家

た
ち
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
組
の
総

勢
50
名
か
ら
な
る
、
音
楽
祭
で
し
か

聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

　
今
回
は
さ
ら
に
若
手
メ
ン
バ
ー
が

増
え
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響

曲
第
１
番
、
８
番
、
７
番
を
演
奏
。

開
演
前
の
プ
レ
・
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
サ

ー
ト
も
注
目
で
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト

ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
指
揮
　

パ
リ
管
弦
楽
団
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル

〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕

（
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
３
時

開
演
・
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
）

　
パ
リ
管
弦
楽
団
と
い
え
ば
、
由
緒

あ
る
パ
リ
音
楽
院
管
弦
楽
団
（
１
８

２
８
年
〜
）
の
発
展
的
解
消
に
よ
り

１
９
６
７
年
に
設
立
さ
れ
た
、
フ
ラ

ン
ス
第
一
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

そ
の
パ
リ
管
と
共
に
登
場
す
る
の
が
、

先
鋭
的
で
人
気
の
若
き
マ
エ
ス
ト
ロ
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
。
彼
は
、

新
日
本
フ
ィ
ル
の「M

usic Partner
 of N

JP

」
を
務
め
る
な
ど
、
国
内
で

も
数
々
の
名
演
を
聴
か
せ
て
多
く
の

フ
ァ
ン
を
持
つ
指
揮
者
で
す
。

　
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
当
日
、
新

日
本
フ
ィ
ル
の
定
期
演
奏
会
へ
の
客

演
の
た
め
に
東
京
に
居
て
、
集
ま
っ

た
１
０
５
名
の
聴
衆
の
前
で
マ
ー
ラ

ー
の
交
響
曲
第
５
番
を
指
揮
し
た
こ

と
は
音
楽
フ
ァ
ン
に
は
知
ら
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
そ
の
彼
が
音
楽
監

督
就
任
後
初
と
な
る
今
回
、
パ
リ
管

と
共
に
披
露
す
る
マ
ー
ラ
ー
の
交
響

曲
第
５
番
は
必
聴
で
す
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ
ミ
ー
賞

受
賞
な
ど
充
実
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル
が
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
を
独
奏
。
特
別
な
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
２
公
演
の
ほ
か

に
も
、
北
九
州
市
出
身
の
南
紫
音

〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕
の
エ
ク
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ジ
ャ
ン
ル
を
飛
び

越
え
た
多
彩
な
活
動
で
尺
八
の
無
限

の
可
能
性
を
示
し
て
き
た
藤
原
道
山

は
尺
八
だ
け
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
。

昨
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
協
演
し
見
事

な
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
ア
ヴ
デ

ー
エ
ワ
〔
ピ
ア
ノ
〕
は
響
ホ
ー
ル
に

初
登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ル
ン

界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
バ
ボ
ラ
ー

ク
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ホ
ル
ン
協
奏

曲
全
曲
を
演
奏
す
る
な
ど
、
聴
き
逃

せ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
続
々
と
登
場
。

　
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
発
売
中
で
す
。

電
話
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
指
定
席
の
座
席
を
選
ん
で
購
入
で

き
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
左
記
）
へ
ど
う
ぞ
。
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旅 公 演

　
旅
公
演
が
好
き
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

あ
く
ま
で
も「
公
演
」で
あ
っ
て「
旅
」

で
は
な
い
の
で
、
観
光
は
二
の
次
と

な
る
。
劇
場
と
宿
泊
場
所
を
往
復
し

た
だ
け
、
な
ど
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も

多
い
。
そ
れ
で
も
、
劇
場
退
館
後
に
、

夜
の
街
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら

歩
く
だ
け
で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。

地
元
の
人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
飲

食
店
で
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
お

い
し
い
も
の
を
飲
み
食
い
で
き
る
オ

プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ば
な
お
良
い
。
な

の
で
、
多
少
強
行
軍
で
あ
っ
て
も
、

旅
公
演
の
オ
フ
ァ
ー
に
は
、
万
障
繰

り
合
わ
せ
て
対
応
し
て
し
ま
う
。

　
北
九
州
を
拠
点
と
す
る
劇
団
の
中

で
も
「
飛
ぶ
劇
場
」
や
「
ブ
ル
ー
エ

ゴ
ナ
ク
」
な
ど
は
、
積
極
的
に
ツ
ア

ー
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
を
旅

し
て
い
る
。
私
も
先
日
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

「Trem
olo 

A
ngelos

」
の
『
ホ

シ
ハ
チ
カ
ニ
オ
ド
ル
』
公
演
で
、
愛

媛
県
松
山
市
に
。
ま
た
、「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」

企
画
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
〜
ミ

ナ
ミ
家
の
場
合
』
の
小
学
校
公
演
の

た
め
に
、
山
口
県
周
南
市
へ
旅
し
、

大
変
良
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
初
め
て
の
土
地
で
、
初
め

て
の
観
客
と
過
ご
す
時
間
は
、
作
品

に
深
み
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
大
き
な
劇
場
や
演
劇

祭
な
ど
か
ら
〝
招
聘
〞
さ
れ
る
の
で

な
い
限
り
、
劇
団
の
「
旅
」
は
あ
ま

り
ぜ
い
た
く
な
も
の
に
は
な
り
得
な

い
。
下
手
を
す
る
と
赤
字
に
な
る
の

を
覚
悟
し
て
の
公
演
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
の
は
、
そ
の
土
地
の
「
受

け
入
れ
体
制
」
で
あ
ろ
う
。
劇
場
の

シ
ス
テ
ム
や
、
知
り
合
い
の
演
劇
人

の
手
助
け
が
か
な
り
重
要
な
要
素
と

な
る
。

　
そ
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
、
北
九

州
で
現
在
き
っ
ち
り
機
能
し
て
い
る

場
所
の
一
つ
が
「
枝
光
本
町
商
店
街

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
」
だ
。

　
最
近
の
注
目
の
公
演
と
し
て
は
、

京
都
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
劇
団

「
下
鴨
車
窓
」の『
渇
い
た
蜃
気
楼
』

（
作
・
演
出
：
田
辺
剛
／
５
月
９
日
）
、

札
幌
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る

劇
団
「
弦
巻
楽
団
」の『
四
月
に
な

れ
ば
彼
女
は
彼
は
』（
作
・
演
出
：

弦
巻
啓
太
／
６
月
25
日
・
26
日
）
が

思
い
浮
か
ぶ
。

　「
下
鴨
車
窓
」
は
、
代
表
で
あ
る

田
辺
剛
が
、
２
０
０
５
年
に
『
そ
の

赤
い
点
は
血
だ
』
で
第
11
回
劇
作
家

協
会
新
人
戯
曲
賞
を
、
07
年
に
『
旅

行
者
』
で
第
14
回
Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
佳

作
を
受
賞
、
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
も
精
力
的
に
活
動
し
、
京
都

の
演
劇
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
し
て
「
弦
巻
楽
団
」
の
代
表
弦
巻

啓
太
は
06
年
に
『
死
に
た
い
ヤ
ツ

ら
』で
遊
戯
祭
06
近
松
門
左
衛
門
祭

り
最
優
秀
賞
、
14
年
に
、
日
本
演
出

者
協
会
主
催
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
こ
ち

ら
も
実
力
派
。

　
田
辺
剛
は
福
岡
市
出
身
、
弦
巻
啓

太
は
札
幌
の
劇
場
の
企
画
で
、「
飛

ぶ
劇
場
」
の
泊
篤
志
の
戯
曲
講
座
を

受
講
し
て
以
来
交
流
が
あ
る
な
ど
、

二
人
と
も
福
岡
県
に
縁
の
あ
る
演
劇

人
。
そ
れ
も
ツ
ア
ー
の
公
演
地
に
北

九
州
市
を
選
ぶ
一
因
と
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
受

け
入
れ
る
良
質
の
〝
場
所
〞
が
な
け

れ
ば
、
公
演
は
実
現
し
な
い
。「
枝
光

本
町
商
店
街
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
」

は
、
料
金
や
使
用
時
間
な
ど
が
劇
団

に
優
し
い
設
定
で
あ
る
こ
と
、
宿
泊

施
設
が
併
設
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
何
よ
り
も
〝
外
の
風
〞
が
街
に
と

っ
て
良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
劇
場
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
れ
が
良
い
出
会
い
を
招
き
寄
せ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
ツ
ア

ー
で
の
公
演
場
所
を
探
し
て
い
る
市

外
の
劇
団
だ
っ
た
ら
魅
力
的
な
場
所

だ
と
思
う
だ
ろ
う
。

　
日
本
全
国
い
ろ
ん
な
場
所
に
〝
旅

す
る
劇
団
に
優
し
い
街
〞
が
あ
る
こ

と
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
北

九
州
も
そ
う
い
う
街
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
で
こ
そ
「
演
劇
の
街
」
な

の
だ
ろ
う
か
ら
。

『フォーラムシアター～ミナミ家の場合』公演写真 弦巻楽団『四月になれば彼女は彼は』公演写真 
撮影：チづる（ブルーエゴナク）

し
も
が
も
し
ゃ
そ
う

つ
る
ま
き
が
く
だ
ん

ト
レ
モ
ロ

し
ょ
う
へい

ア
ン
ゲ
ロ
ス

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka



2

　
２
０
１
６
北
九
州
国
際
音
楽
祭
は

10
月
16
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、

「
親
愛
な
る
、
楽
友
た
ち
へ―

」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
北
九
州
市
立

響
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
内
外
の
き
ら
め
く
ト
ッ
プ
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
北
九
州
の
秋
を

華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

マ
イ
ス
タ
ー
・
ア
ー
ル
ト×

ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
10
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演

・
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
）

　
昨
年
、
一
昨
年
と
見
事
な
演
奏
で

聴
衆
を
沸
か
せ
た
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
北
九
州
市
出
身
の
篠
崎
史
紀
を

中
心
に
、
国
内
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
首
席
奏
者
等
か
ら
な
る
マ
イ
ス
タ

ー
・
ア
ー
ル
ト
組
と
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
、
新
進
気
鋭
の
若
手
演
奏
家

た
ち
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
組
の
総

勢
50
名
か
ら
な
る
、
音
楽
祭
で
し
か

聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

　
今
回
は
さ
ら
に
若
手
メ
ン
バ
ー
が

増
え
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響

曲
第
１
番
、
８
番
、
７
番
を
演
奏
。

開
演
前
の
プ
レ
・
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
サ

ー
ト
も
注
目
で
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト

ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
指
揮
　

パ
リ
管
弦
楽
団
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル

〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕

（
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
３
時

開
演
・
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
）

　
パ
リ
管
弦
楽
団
と
い
え
ば
、
由
緒

あ
る
パ
リ
音
楽
院
管
弦
楽
団
（
１
８

２
８
年
〜
）
の
発
展
的
解
消
に
よ
り

１
９
６
７
年
に
設
立
さ
れ
た
、
フ
ラ

ン
ス
第
一
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

そ
の
パ
リ
管
と
共
に
登
場
す
る
の
が
、

先
鋭
的
で
人
気
の
若
き
マ
エ
ス
ト
ロ
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
。
彼
は
、

新
日
本
フ
ィ
ル
の「M

usic Partner
 of N

JP

」
を
務
め
る
な
ど
、
国
内
で

も
数
々
の
名
演
を
聴
か
せ
て
多
く
の

フ
ァ
ン
を
持
つ
指
揮
者
で
す
。

　
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
当
日
、
新

日
本
フ
ィ
ル
の
定
期
演
奏
会
へ
の
客

演
の
た
め
に
東
京
に
居
て
、
集
ま
っ

た
１
０
５
名
の
聴
衆
の
前
で
マ
ー
ラ

ー
の
交
響
曲
第
５
番
を
指
揮
し
た
こ

と
は
音
楽
フ
ァ
ン
に
は
知
ら
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
そ
の
彼
が
音
楽
監

督
就
任
後
初
と
な
る
今
回
、
パ
リ
管

と
共
に
披
露
す
る
マ
ー
ラ
ー
の
交
響

曲
第
５
番
は
必
聴
で
す
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ
ミ
ー
賞

受
賞
な
ど
充
実
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル
が
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
を
独
奏
。
特
別
な
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
２
公
演
の
ほ
か

に
も
、
北
九
州
市
出
身
の
南
紫
音

〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕
の
エ
ク
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ジ
ャ
ン
ル
を
飛
び

越
え
た
多
彩
な
活
動
で
尺
八
の
無
限

の
可
能
性
を
示
し
て
き
た
藤
原
道
山

は
尺
八
だ
け
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
。

昨
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
協
演
し
見
事

な
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
ア
ヴ
デ

ー
エ
ワ
〔
ピ
ア
ノ
〕
は
響
ホ
ー
ル
に

初
登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ル
ン

界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
バ
ボ
ラ
ー

ク
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ホ
ル
ン
協
奏

曲
全
曲
を
演
奏
す
る
な
ど
、
聴
き
逃

せ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
続
々
と
登
場
。

　
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
発
売
中
で
す
。

電
話
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
指
定
席
の
座
席
を
選
ん
で
購
入
で

き
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
左
記
）
へ
ど
う
ぞ
。
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【チケット料金】
マイスター・アールト×ライジングスター オーケストラ
Ｓ席5000円　Ａ席3000円　Ｕ-25（A席）2000円
パリ管弦楽団
ＳＳ席12000円　Ｓ席10000円　Ａ席7000円　
Ｂ席5000円　Ｕ-25（A&B席）2000円
※全席指定　※当日500円増　
※Ｕ-25　学生問わず25歳以下、要証明

【お問合せ】
北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567　（午前9時～午後5時／土日祝休）
http：//www.kimfes.com
ホームページからチケット購入できます

Information

KITAKYUSHU INTERNATIONAL MUSIC FESTIVAL 29th

開 催 期 間　10月16日（日）～11月23日(水・祝)
会　　　場　北九州市立響ホール、アルモニー
　　　　　　サンク北九州ソレイユホール、
　　　　　　西日本工業倶楽部
チケット発売中

パリ管弦楽団　©Nicolas Lo Calzo

篠崎史紀
©Koichi Miura

ダニエル・ハーディング
©Julian Hargreaves

ジョシュア・ベル
©Bill Phelps

2016 北 九 州 国 際 音 楽 祭
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余
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に
充
ち
て
。
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